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濃厚 glucose液反復注射による実験的線維肉腫の発生に
対する aminoethylmercaptaneの影響について
高沢 博
千葉大学医学部第一病理学教室
(昭和初年 6月9日受付)
要 旨
濃厚 glucose液反復注射によるマウスの線維肉腫発生過程において異型増殖を呈するマウス
皮下結合織細胞に対する Aminoethylmercaptaneの影響について病理組織学的，組織化学的，
電顕的に検索した。 20g前後の A 系マウス後足根部皮下に 25%glucose液 0.5mlj日を注
射し，それと同時に mercaptane生食溶液 0.5mlj日(2mg)を前足根部皮下に注射し最高 660
日までのマウスを屠殺検索した。 glucose液のみ注射の場合はその部位に結合織細胞の異型増
殖，線維肉腫発生が見られた。これに対し他の部位に mercaptane注射を合併した場合は， 
glucose注射部位の結合組織は硝子化に移行する傾向が強く，結合織細胞の胞体内 pyronin
頼粒は減少して不均一に存在し，核は濃縮し異型細胞の変性が起こることを認め，かっ肉腫発
生をみなかったことは， Aminoethylmercaptaneが濃厚 glucose液反復注射による肉腫発生
に影響して，その発生を抑えるものと思われ，さらに glucose注射群と glucose.mercaptane
注射群における total-SHの変動を考え合わせるに，グルコース発癌には glucoseの還元基が
重要で、，また還元基である glucoseのアルデヒド基と SH基との聞に密接な関係があること
を推測させた。 
Keywords: glucose，線維芽細胞，異型増殖，線維肉腫， aminoethylmercaptane，aldehyde 
基， SH基。
略語一覧: G群: glucose注射群， GM群: glucose-aminoethylmercaptane注射群
緒 =ー E司 
腫発生を見なかった。さらに 1959年村山は濃厚 maltose
溶液 ~i~:' よりマウスに肉腫発生を認めて同時に行なった 
1938年西山 1)が濃厚 glucose溶液ラッテ皮下反復注 mannitol溶液によっては肉腫発生が見られなかった。
射により肉腫発生に成功して以来， 1940年滝沢2)は glu- 以上の知見を総括して滝沢3)は還元性糖である glucose， 
cose，fructose，galactoseの濃厚溶液により， 1952年 fructose，galactose，lactose，および maltose各濃厚
杉下は濃厚 fructose溶液により， 1956年荒川は濃厚 糖液でマウス皮下に肉腫発生を見， sucrose，manni tol 
lactose溶液および glucose-fructose等量混合液によ の非還元性糖で肉腫発生を見なかったことから，還元性
り，各糖液マウス皮下連続注射で線維肉腫の発生に成功 糖と発癌との聞に密接な関係のあることに注目した。一
したが同時に行なった濃厚 sucroseによる実験では肉 方細胞内 SH物質と腫湯発生との関係は 1949年以来 
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Ca1cuttを中心にして生化学的知見が多数得られ，細胞
内 SH基増加は化学発癌過程の一般的現象であるとし
た。さらに 1961年 Ca1cut4)5)めらは腫療や，また癌原
物質で短時間処理した皮膚について，細胞内 SH基含
有量は高いというよりはむしろ低いとした。著者は還元
性糖である g1ucose濃厚液をマウス皮下に連続注射し
てマウスにおける肉腫発生過程を追求しながら，非蛋白
性化合物の一つである aminoethy1mercaptane(NH2 
CH2CH2SH) を併用して，その g1ucose発癌過程にお
よぼす影響について病理組織学的，組織化学的ならびに
電顕的に考察しながら，還元性糖の発癌性と細胞内 SH
化合物との関係を観察した。本実験成績の概要の一部
は第 26回日本癌学会において発表した。
実験動物および実験方法
供試マウスは，日令 45日前後 (15，.20g)のA系マ
ウスを雌雄混合して 5匹ずつに分割して飼育し実験に供
した。飼料としては，オリエンタ Jレ固型飼料 ME型(オ
リエンタル酵母工業株式会社製)を主食とした。飼育温
度は可及的恒温(18，.200C)に保つよう努力した。
第一製薬会社製の glucoseを25%溶液として滅菌し，
その溶液 0.5mlを腰部(後足根部)皮下組織内に 1日 
l回可及的同一部位に連続注射しこれを g1ucose群 (G
群)とする。次にG群マウスにおけるとまったく同じ方
法で 25%g1ucose溶液 0.5mlを腰部皮下に注射した
マウスの頚背部(前足根部)皮下組織内に，和光純薬製
の Aminoethy1mercaptaneを生理食塩水溶液として 
0.4%，0.5 mlを， g1ucose注射とほぼ同時にしかも g1u-
cose液とまざらないように距離を隔てて連日注射し，
この群を glucose.mercaptane群 (GM群)とする。
両実験群のマウスを経時的に屠殺し，両群の g1ucose注
射部位皮下組織を採取し，光学顕微鏡材料として alco・ 
ho1-formo1固定を行ない，パラフィン切片とし haema-
toxylin-eosin染色， van Gieson染色， Mallory-azan 
染色，鍍銀染良， Unna-Pappenheim染色， Feu1gen反
応等に供し，また一部は電子顕微鏡材料として四酸化オ
スミウム固定ないしグルタール・オスミウム二重固定を
行ない，上昇アルコール系列にて脱水の後エポン 812に
て包埋し， Porter-B1um 1型ミクロトームを使って超
薄切片とし， Reyno1d鉛単染色， Reyno1d 鉛ウラニ
-)レ二重染色を施して後，目立 SH7型電子顕微鏡で観
察した。さらに前記パラフィン切片を用いて D.D.D法 
(Barnett)による tota1-SH染色をおこなってその定
性的変化を調べた。正常対照例としてA系マウスを自家
博
繁殖させながら種々の世代のマウス約数百匹について，
皮下線維肉腫の自然発生の有無を観察した。
実験成績 
1. 体重変化:マウスの体重変化を観察するに，注射
開始後 100日ごろから体重はほぼ一定して， G群では 
22，.39 gで平均 29.9g， GM群では 19，.40gで平均 
29.4g となり両群の聞に著明な差はなかった。 
2. 発生頻度 :G群中 401日以上生存した実験マウス
は 15匹で，軽度異型増殖8，中等度 3，強度 2，さら
に線維肉腫の発生したものは 2匹であった(表 1)0GM 
群で 401日以上生存した実験マウスは 26匹で肉腫の発
生はなく，変性を伴わない異型増殖すら認められなかっ
た。最も長く生きた実験マウスは注射日数660日であっ
た(表 2)。 
3. g1ucose単独注射群 (G群)の光顕的所見:g1u-
cose濃厚液を連続注射すると，注射開始 50，. 100日の期
聞に異型線維芽細胞の軽度増殖がはじまり， 200日以降
になると中等度異型増殖が認められた。また強度異型増
殖は 200日ごろにもみられたが， 401日以降 500日以内の
ものに 2例認めた。肉腫発生は 2例とも 550日に認めた。
いずれの期間でも軽度異型増殖にのみとどまっている例
があり，とくに 601日以降では 5例中 4例が軽度異型増
殖であった(表 1)。つぎに濃厚 g1ucose注射によって
異型増殖を経て肉腫発生にいたるまでの所見を述べる。 
a. g1ucose注射 50日以内の例:濃厚 g1ucose溶
液注射の場合マウスの注射部位皮下組織は肉眼的に浮腫
状を呈し，組織学的には注射後 30分ぐらいで分裂像，
二核性細胞が認められ，また楕円形ないし星状形に腫脹
して，繊細な噌銀線維と密接した間葉系細胞が多く出現
してくる。 
b. 軽度異型増殖例:肉眼的に浮腫状を呈する注射
部位皮下結合織は，その基底部に軽度の線維性肥厚が存
在し，組織学的には正常線維芽細胞に比べて大小不同の
ある異型線維芽細胞が軽度増殖し，その胞体は好塩基性
でピロニン陽性頼粒は増加している。核では核膜の肥
厚と良く発達したクロマチン網が認められ，また核小体
の腫大したものも見られる。一部には境界の不明瞭な豊
かな胞体を持ち，核が泡沫状を呈する幼若線維芽細胞と
思われるものも認められる、。以上の異型線維芽細胞の間
質は繊細な曙銀線維を混える細かい謬原線維からなって
いる。 G群で日数が経つに従って線維化の進んだ例も見
られるが，この場合でも線維化巣の周囲に繊細な噌銀線
維の新生を伴える異型線維芽細胞の軽度増殖巣が認めら
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れる。 G群では注射初期より炎症性変化はごく軽度で，その認
c. 中等度異型増殖例:肉眼的に注射部位皮下組織
は線維性肥厚が著明で，柔軟な索状ないし結節状肥厚と
して触知する。組織学的に線維束形成が著明で，その線
維束のあいだないし周囲に細胞集団が多中心性に存在す
るo 多中心性束状に増殖した異型線維芽細胞には二核性
細胞，分裂像も認められ，核は腫大して肥厚した核膜を
もち，また核小体も腫大して 2個見られるものもある。
上記異型細胞は細かい謬原線維および噌銀線維と密接な
関係を持っている。 
d. 強度異型増殖例:注射部位は肉眼的に板状ないし
結節状に肥厚し，組織学的には束状渦流状に増殖せる異
型的増殖巣を多中心性に認め，一個の増殖巣が浸潤性に
増殖したり，または増殖巣相互の融合により比較的大き
な異型的細胞増殖巣を形成している(写真 1)。またそ
の異型細胞が皮下筋組織および皮下脂肪組織中に浸潤し
ている像を認めた。すなわち浸潤的増殖を営むいわゆる
腫虜芽が認められた。この異型増殖線維芽細胞は不揃い
不整紡錘型で胞体は強い塩基好性を示す。核は大小不同
が著明で核分裂像も多く， Feulgen反応では DNA頼
粒の増加，核膜の肥厚が認められた。上記異型線維芽細
胞は細い謬原線維および噌銀線維と密接している。なお
められる変化はおもに組織反応性円形細胞浸潤である。 
e. 線維細胞肉腫例:glucose濃厚液注射によって
発生した肉腫は 2例 (GL.5，GL.411)で， ともに注射 
550日のものであった。これらの肉腫は glucose注射部
位である背部皮下に，癌状浸潤性に増殖し，母指頭大に
まで発育した。該部皮膚の一部には肉腫の浸潤性増殖に
より潰蕩形成が認められた。肉腫割面ではおもに灰白色
で軟骨様硬度を有し，充実して中心部に壊死はなく，線
維束が渦流状走行を示す。これら 2例の肉腫には転移は
なく，腹水の貯留も認められない。組織学的に肉腫細胞
は束状ないし渦流状配列をなし，皮下脂肪組織および皮
下筋組織内に破壊浸潤的増殖を行なう(写真 2)。不規
則紡錘形の肉腫細胞は塩基好性の狭い胞体を持ち，そこ
にはピロニン陽性頼粒を禰漫性密に認める。大小不向性
のある核には分裂像が多く，かっ核小体を 3個持つもの
も見られる(写真 3)。肉腫細胞は微細な曙銀線維(写
真 4)および繊細な躍原線維と密接な関係を有し，線維
形成性肉腫の像を示す。これら 2例の肉腫をおのおのA
系幼若マウスの皮下に移植したが，移植後 Iガ月で米粒
大となるが，その後移植肉腫組織は吸収されて移植不可
能であった。
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4. glucose. aminoethy lmercaptane合併注射群 (G 
M 群)の光顕的所見:濃厚 glucose液注射に aminoe・ 
thylmercaptane液注射をあわせ行なうと， G群におけ
ると同様 glucose注射局所皮下結合組織に幼若な線維
芽細胞の散在性増殖をみるが，その増殖の程度はG群の
場合にくらべて低く，その胞体内ピロニン陽性頼粒は散
在性偏在性で， Feulgen反応でも DNA頼粒は少なく
散在性に分布する程度である。さらに一部増殖線維芽細
胞の濃縮化を見，皮下結合織の硝子化を認めるにいたっ
て，注射日数の増加にかかわらず，前肉腫性変化および
肉腫発生を l匹も認めなかった(表 2)。つぎに経時的
変化を述べる。 
a. 50"， 100日の変化:glucose注射部位皮下結合
組織は肉眼的に軽度浮腫性であるが，肥厚性変化をみな
い。組織学的には異型増殖線維芽細胞の濃縮化を伴う幼
若線維芽細胞の部分的増殖をみるのみであり，また円形
細胞浸潤をG群の場合に比較して強く認める。 
b. 101"，400]日の変化:皮下結合組織は萎縮性で禰
漫性肥厚はない。組織学的には，一部幼若異型線維芽細
胞の軽度の増殖をみるのみで，大部分の異型線維芽細胞
は濃縮化し，一部胞体内に小空胞形成を認めるものもあ
り，また結合織線維は太く束状をなし，一部に硝子化の
)。5像も混えるようになる(写真 
c. 401"，750日の変化:皮下結合組織は索状ないし結
節状の増殖傾向なく萎縮性でやや硬度を増す程度であ
る。組織学的に泡沫状幼若線維芽細胞を散在性に認める
程度で，扇平濃縮化した変性増殖異型細胞が大部分を占
める(写真 6)。結合織線維は太く硝子化を伴える線維
束形成をみて，細かい曙銀線維の増生はない。以上， 
GM群においてはいずれの時期でも退行性変化がおも
で，前肉腫性異型増殖ないし肉腫発生を認めなかった。 
5. glucose単独注射群 (G群)と glucose-aminoe-
thy lmercaptane合併注射群 (GM群)における電顕
的所見: 
a. glucose単独注射群:濃厚 glucose液注射部位
の皮下組織を電顕的に検索すると，軽度および中等度異
型増殖例では，正常成熟線維芽細胞に比して腫大した核
を持ち，その核膜には波状の凹凸が存在する。原形質で
は粗面小胞体は拡張性で Golgi野も嚢状拡大している
(写真 7)。異型線維芽細胞周囲には microfibril，col-
lagenfibril，collagenfiberという順に線維形成像が認
められる(写真8)。次に強度異型増殖例では，巣状増
殖した異型線維芽細胞の核は腫大して不規則卵円形を呈
し，その核小体も腫大して densityを増すが構造は明
らかである。原形質リボゾームは増してポリゾーム型を
博
とるものもある。ミトコンドリアはむしろ減少してい
る。また粗面小胞体は著明な拡張を呈し(写真9)，そ
のなかにフィラメント様物質を容れ，さらにまれではあ
るが，異型線維芽細胞々体内に約 700Aの周期性をもっ
細線維を抱している像も認めた(写真 10)。その細胞周
囲には上述の microfibrilが胞体に接している。次に 
glucose注射 550日で発生した肉腫例 (GL.411)を観察
すると(写真 11，12，13)，多くの肉腫細胞は紡錘形を
し，その基質に細胞表面と密接する microfibrilを持つ
線維形成肉腫の像である。この肉腫細胞の核は不整卵円
形ないし紡錘形で大きく，大小不同があり，核膜は不規
則な波状を呈し，核質には均等密にクロマチン穎粒が存
在する。核小体は腫大し細網状で 3個認めるものもあ
り，核小体周辺クロマチンも認める。胞体では一般に組
面小胞体の発達は軽度で，ポリゾームを含むリボゾーム
が非常に増加している。ミトコンドリアは正常成熟線維
芽細胞に比較して減少している。 Golgi領域は嚢状拡張
性で多数の小胞を有しており，その付近に中心体を認め
る(写真 12)。線維肉腫細胞原形質，とくにその周辺に
はフィラメント様細線維ないし細線維束を多く認め，さ
らに細胞膜外には microfibril，collagenfibril，colla-
genfiberと移行的な躍原線維形成過程と思われる像を
認めた(写真 13)。 
b. glucose. aminoethy lmercaptane注射群 (GM
群):注射 350日ごろで観察すると(写真 14，15)，増殖
異型細胞の多くは紡錘形ないし不整卵円形で，クロマチ
ンが核周縁に凝集して densityの増した核をもち，核
小体は腫大して densityを増し，その数も増して 3個
認める場合もある。胞体内には嚢胞状不規則に拡張した
組面小胞体を認め，その結合リボゾームの付着も不規則
でわるく，またG群における異型線維芽細胞に比べてリ
ボゾームの数も減少している。ミトコンドリアはまるく
腫大し中等量存するが，そのクリステは不整で、 matrix
の densityも低い。間質の結合織線維は太い躍原線維
からなり，細線維は認めにくい。つぎ、になお注射日数を
増して 500日以上経っと，太い謬原線維束の中に埋った
変性異型線維芽細胞を認める(写真 16)。 
6. glucose単独注射群と glucose .amiethy lmer-
captane合併注射群における皮下結合織細胞の SH基
反応(いわゆる total-SH)に関する組織化学的所見: 
D.D.D法7)(2，2'-dihydroxy-6，6'-dinaphthyl disul-
phide Barrnett & Seligmann)による G群， GM群の
異型線維芽細胞内の SH基反応の変化については，ま
ず染色濃度判定基準として正常マウス表皮の染色度を最
高濃度として，以下高度，中等度，低度と区別した。 G 
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R'-C+RSH→R'-C-SR+NAD→R'-C+NADH+H'-'-' 
"¥H H 	 "'SR 
図 1
群の場合，注射初期から 100目前後の異型度の少ない時
期では低度であるが，異型度が増して中等度異型の場合l
にはその染色性は高度になる(写真 17 a)。しかし強度
異型例では逆に中等~低度となり (写真 17b)，さらに
肉腫例では低度であった(写真 17 c)。つぎ、に GM群で
見ると注射初期かち.660日までの全期を通じでほぼ高度
ないし中等度の範囲にあり著明な変動は認め得なかった
(写真 18a，b，c)。
総括ならびに考案
すでに述べたように 1940年滝沢2)，1952年杉下， 1956 
年荒川， 1959年村山により glucose，fructose，galactose， 
lactose，r.naltose，で肉腫の発生に成功し， sucrose， 
r.nannitolでは肉腫の発生を認めなかったという結果が
得られたが，本実験の場合も，還元性糖である glucose
液注射により，マウス皮下結合組織に異型増殖とともに
肉腫発生を認めたということは，滝沢らのいうように， 
glucoseの還元基が皮下結合組織内に一定濃度存在する
と，結合織細胞に作用してその細胞分裂を促がし，これが
頻回繰り返えされると異型化をきたし，ついに肉腫を発
生すると考えられる。つぎに SH基と化学発癌物質との
関係は calcutt的めのらの言うように，発癌物質の作用が短
い場合は SH基は減少し，これが長期にわたると SH基
は増してくるという。また caIcuttは SH基減少の理由
として， anthraceneのようにr.nercapturate形成のた
めに減少する場合， nitrogenr.nustardのように SHreac-
tantによる場合，さらに benzpyreneのように SH基と
の反応が知られていない場合でも，異物除去のためにSH
基が消費されて減少する場合があると考えている。腫蕩
では SH基量の減少を彼は主張している。 1967年 Ha-
rington8)は細胞分裂時の SH基に注目し，次のような仮
説を提示した。すなわち発癌物質が SH基保持と関係あ
る酵素と結合して細胞分裂を阻害し，それが長期にわた
ると feed-back欠損が起こり，その酵素が多量につくら
れる結果 SH基も過剰生産され，無制限の細胞分裂がお
こるとするものである。つぎに glucoseの還元基であ
る CHO基と SH基とのr.nercaptura te形成の可能
性であるが， 1968年 Bernhardめはその反応形式を示し
)。1た(図 
本実験では，組織化学的方法によるいわゆる total-SH
の変動を見ると， G群の場合初期では低度であり，異型
性が増して中等度異型になると SH基染色性は最高とな
り，さらに強度異型増殖となると中等度ないし低度，肉
腫では低度という知見を得たが，これは glucoseの還元
基と細胞内 SH基との聞に密接な関係が存在するものと
考えられ，さらに前述した GM群で前肉腫性変化および
肉腫発生を認めなかったことは， Crabtree10)11)が 3・4-
benzpyreneと SH基を保護する物質を一緒に処理し
てみると，発癌性を抑制する結果をえたことからも， 
glucose還元基との反応で減少した SH基を外部からイ
補った結果と考えられる。なお生理食塩水注射実験につ
いては稿をあらためて述べる予定である。
稿を終わるにあたり，ご懇篤なると指導，C'校闘
を賜わった滝沢名誉教授，井出教授に深謝の意を表
わすとともに，生化学的ご助言をくださった三浦教
授，橘教授に心から感謝します。さらに常にと協力
くださった病理学教室の諸先生に深甚なる謝意を表
わします。 
SUMMARY 
Effect of ar.ninoethylr.nercaptane (AEM) on the 
developr.nent of the subcutaneous fibrosarcor.na 
and the tur.norgenic activity of glucose were 
discussed in this report. The fate and alterations 
of the proliferating atypical fibroblast，induced 
by the repeated injection of the concentrated 
glucose solution into the subcutaneous connective 
tissue in A strain r.nice，were investigated histo圃 
pathologically，histocher.nically and electron r.nト 
croscopically. The first group of the anir.nals 
(group G) was injected subcutaneously 0.5 r.nl of 
25 percent glucose solution daily at the site of 
hinter back，and the second group (group GM) 
was treated with cor.nbined injection of 25 per同 
cent glucose solution at the hinter back and 2 
r.ng of AEM in 0.5 r.nl saline solution at the fron-
ter back，respectively， 
In the group G，tur.norgenic activity of Jhe 
glucose was proved in the developr.nent of the 
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fibrosarcoma as well as the occurrence of fibro-
blastic proliferations accompanied with slight to 
marked atypism at the injection site，while，in 
the group GM，there was found no tumorgenic 
alterations not only the production of the fibro-
sarcoma but. also any atypical growth of the 
fibrous tissue. 
Further study was carried out as to the total-
SH activity of the subcutaneous tissues in the 
vatious stages of tumorigenic process including 
the fibrosarcoma. The maximal SH activity was 
observed in the tissue revealed moderate atypism 
from the group G and the tissue from the group 
GM，in which the activity was always remained 
at the higher level. However，the level of the 
activity was reduced in the atypical and the 
tumor cells. 
From these results，it was assumed that the 
induction of the glucose sarcoma could be in-
hibited by the AEM injection and that the 
aldehyde as a reducing radical of glucose will 
play a very important role in the process of the 
glucose tumorigenesis，because when injected， 
AEM might be considered to prevent the inter-
action between aldehyde radical of glucose and 
the SH radical in the tissue. 
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写真説明
写真1. G群マウスの強度異型増殖例 (G.314，注射日数 450日)。多中心的に増殖する異型線維芽細胞 

は皮下筋，皮下脂肪織に浸潤している。 H.E.X40 

写真 2. G群に発生せる線維肉腫例 (GL.411，注射日数 550日)。束状増殖を示す肉腫細胞は皮下筋組 

織，脂肪組織に破壊的浸潤を行なっている。 H.E.x40 

写真 3. 写真2の強拡大。紡錘形肉腫細胞には多型性が強く認められ，核分裂像，核小体の腫大もみられ 

る。 H.E.x400 

写真 4. 線維肉腫 (GL.411) の噌銀線維所見。噌銀線維は肉腫細胞をかこんで密接している。鍍銀染色 
  
X400 

写真 5. GM群マウスの皮下組織 (GM.614，注射日数 327日)。濃縮化した線維細胞および硝子化をと 

もなった太い謬原線維を認める。 H.E.x400 

写真6. GM群マウスの皮下組織 (GM.711，注射日数 552日)。硝子化した謬原線維束のなかに濃縮化 

した線維細胞がみられる。 H.E.x400 

写真 7. G群軽度異型増殖例の電顕写真 (G.213，注射日数 328日)。核縁は波状不規則で，粗面小胞体 

は嚢状に発達している。 Collidinebuffered osmium tetroxide fixation. Lead staining. X 4，600 

写真 8. G群の異型増殖線維芽細胞における線維形成像 (G.213)，胞体に接する microfibrilは colla-
写真 9. 強度異型増殖例 (G.314) の電顕像。核および核小体の腫大，祖国小胞体の嚢状拡張。 Col1idine
 
写真 10. 異型線維芽細胞体内 l乙認められた細線維束 (G.314)0Collidine buffered osmiun tetroxide 

写真 11. 線維肉腫 (GL.411)の電顕像，不規則紡錘形肉腫細胞には核および核小体の腫大， ribosome 

genfibril ，乙移行している。 Collidinebuffered osmium tetroxide fixation. Lead staining. x 12，800 

buffered osmium tetroxide fixation. Lead staining. x 2，900 

fixation. Lead staining. x 9，100 

の増加がみられる。 Collidinebuffered osmium fixation. Uranyl and lead staining. x2，200 

写真 12. 線維肉腫細胞の Go1gi領域の嚢胞は拡張性である。その付近に中心体が存在する (GL.411) 

Collidine buffered osmium tetroxide五xation. Uranyl and lead staining. x8，400 

写真 13. 線維肉腫細胞 (GL.411)原形質内に細線維および細線維束を認め， さらにその胞体に接して 
microfibri1ないし collagenfibri1を認める。 Col1idinebuffered osmium tetroxide fixation. Urany1 
and 1ead staining. X 12，000 
写真 14. GM群の電顕像 (GM.614)。濃縮した核と大嚢胞状l乙拡張した粗面小胞体をもっ線維細胞は太 

い謬原線維束(弾力線維もみられる)にかこまれている。 Collidinebuffered osmium tetroxide fixation. 

Lead staining. x 1，800 

写真 15. 異型増殖線維芽細胞と考えられるものにもすでに核の濃縮がはじまっている (GM.614)。
 
Collidine buffered osmium tetroxide. Lead staining. x 4，600 

写真 16. GM群 (GM.771，552日)の電顕像。著明l乙濃縮した線維細胞が謬原線維束のなかにうまっ 

写真 17. D. D. D.法による tota1-SHの変動 (G群)0 a)中等度異型増殖例 (G.511，注射日数 372日)

は強陽性。 b)強度異型増殖例 (G.314，450日)および c)肉腫倒 (GL.411，550日)の反応は弱陽性。

写真 18. D. D. D.法による tota1-SHの変動 (GM群)0 a) GM. 312，360日， b) GM.713，450日，

および c)GM.212，535日はとも lζ強陽性反応を示した。

ている。 G1uta1buffered osmium tetroxide fixation. Urany1 and 1ead staining. x 1，900 
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